
日時: 令和５年 1月 11日水
13：30～16：20（13時開場）

場所: 三重県総合文化センター
多目的ホール（男女共同参画棟）

定員: 180名（先着順）
定員に達した場合、早期に受付を終了する場合があります。
後日セミナーの様子をアーカイブ配信予定（申込者限定）。

三重県資源循環セミナー
令和４年度

全日本プラスチックリサイクル工業会

会長石塚勝一

早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科

教授博士（工学）小野田弘士

◆講師プロフィール

時 間 プ ロ グ ラ ム

13:30~13:35 開会

13:35~14:35

基調講演

「ライフサイクル全体の脱炭素化・デジタル化を見
据えた循環関連産業の目指すべき方向性」

講師：早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科

小野田 弘士 教授

14:35~14:45 休憩

14:45~15:25

国の動向

「循環経済実現に向けた循環関連産業の役割」

講師：環境省 環境再生・資源循環局 総務課

リサイクル推進室兼 循環型社会推進室

福井 陽一 室長補佐

15:25~15:35 休憩

15:35~16:05

業界の取組

「プラスチックリサイクルの高度化に向けて～静脈
産業と動脈産業をつなぐ取組～」

講師：全日本プラスチックリサイクル工業会

石塚 勝一 会長

16:05~16:15 三重県の取組 廃棄物・リサイクル課職員

16:15~16:20 閉会

環境省環境再生・資源循環局総務課

リサイクル推進室兼循環型社会推進室

室長補佐福井陽一

主催／三重県

後援／一般社団法人三重県産業廃棄物協会

進的な社会システムの研究・開発に取り組ま
れている。中央環境審議会循環型社会部会委
員の他、環境省・経済産業省等の各委員を歴
任。

【講演内容（予定）】
循環関連産業におけるAI/IoTの活用等を含め
た、脱炭素化と循環経済の同時達成に向けて
取り組むべき方向性や考慮すべきポイントに
ついて解説していただきます。

【講演内容（予定）】
2022年９月に取りまと
められた「循環経済行程
表」のポイントを中心に、
循環経済アプローチを推
進することによる循環型
社会の方向性について、
環境省の担当者から解説

していただきます。

カーボンニュートラルと循環経済の同時達成に

向けた循環関連産業の新たな可能性

資源循環分野におけるカーボンニュートラルと循環経済の同時達成に向けて、事業者の

皆さまの今後の取組のきっかけとしていただくため、ライフサイクル全体での脱炭素化

を見据えた循環関連産業の取り組むべき方向性や新たな可能性について、最新の動向

や知見、取組事例等を紹介します。

◆申込はこちら
（詳細は裏面をご覧ください）

◆申込期限
令和５年１月５日（木） １７時まで

三重県 環境生活部 廃棄物対策局 廃棄物・リサイクル課

TEL： (059)224-3310 FAX： (059)222-8136 E-mail：haikik@pref.mie.lg.jp

LCA、3R、環境配慮製
品・サービス、資源循環
シ ス テ ム 、 創 エ ネ ル
ギー・省エネルギー、地
産地消型バイオマス利活
用システム等をキーワー
ドとした循環型社会や低
炭素社会の高度化に向け
て、新たな技術開発や先

2008年に環境省入省後、土壌汚染対策や省
エネ家電の普及、SDGsやG20に関する国際
連携業務に従事。2020年8月からリサイクル
推進室兼循環型社会推進室室長補佐として、
各種リサイクル法の取組のほか、「第４次循
環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第２
回点検結果（循環経済行程表）」の取り纏め
を担当。

1956年に石塚化学産業株
式会社に入社後、プラス
チックのリサイクル材、
コンパウンド材等の販売
に従事。1999年、代表取
締役に就任。2019年より
全日本プラスチックリサ
イクル工業会会長。
当工業会は1976年に材料
リサイクルを行う再生メーカーにより設立さ
れ現会員数は150社。リサイクル材料の市場
拡大と普及に努めている。

【講演内容（予定）】
高度なプラスチックの資源循環を進めるうえ
で、再生資源を回収・処理する静脈産業と、
再生素材を製造する動脈産業をつなぐ心臓産
業の社会的役割やデジタルを活用した取組事
例等について紹介していただきます。

※新型コロナウイルス感染症の状況等により会場での開催を
中止させていただく場合がございます。予めご了承ください。

お問い合わせ先



社名・団体名

所在地
（市町名のみ）

電話番号

FAX番号

役 職 氏 名 E-mail 会場 配信

参加者氏名
（連絡担当者）

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

E-mail：haikik@pref.mie.lg.jp（FAX：059-222-8136）

※受付の確認のため、受付から数日中にご連絡担当者様宛ご連絡させていただきます。
※会場での参加をご希望の方は「会場」の欄に、アーカイブ配信（申込者のみの限定公開）をご希望の方は「配信」の欄に○をご
記入ください。（会場へお越しいただいたうえで、配信をご希望いただくことも可能です。その場合、両方の選択肢に〇をご記
入ください。）
※ご記入いただいた内容は、三重県個人情報保護条例に基づき、細心の注意を払い、適正に管理します。e-mailはアーカイブ
配信のURLの案内やセミナーの内容に変更があった場合の連絡、次回以降のセミナー開催案内に利用させていただきます。
※定員超過の場合、参加者の絞り込みをお願いする場合がございますので、ご協力願います。

令和４年度三重県資源循環セミナー 参加申込書

電車：近鉄・JR津駅下車、西改札口の津駅西口前でバス乗車
（バス停「総合文化センター行き・夢が丘団地行き（系統番号89）」
乗車～バス停「総合文化センター前・総合文化センター」下車）

車：伊勢自動車道津I.Cから約１５分

※ 駐車台数 約1,400台
※ 駐車料金 無料
※ おもいやり駐車場、車いす使用者用駐車区画は立体駐車場 （A-3）と
A-2駐車場となります。（37台分）

※ 可能な限り公共交通機関のご利用をお願いします。

◆会場案内

◆申込方法： 以下のいずれかの方法によりお申込みください。
１．以下URLからお申し込みください。（表面のQRコードと同じサイトになります）

https://www.shinsei.pref.mie.lg.jp/uketsuke2/form.do?id=1664771520118 

２．下記の参加申込書に必要事項を記載頂き、e-mail（又はFAX）にてお送りください。

◆申込期限： 令和５年１月５日（木） １７時まで


